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第
17
回
統
一
地
方
選
挙

第17回統一地方選挙の

北海道知事選挙の投票が４月10日、

足寄町長選挙と足寄町議会議員選挙の投票が４月24日に行われました。

なお、北海道議会議員選挙は十勝総合振興局所管区域の立候補者数が

定数を上回らなかったため立候補者４人が無投票で当選しました。

北
海
道
知
事
選
挙

　

統
一
地
方
選
挙
の
前
半
戦
、
北
海
道
知
事

選
挙
の
投
票
が
４
月
10
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
町
の
道
知
事
選
挙
の
投
票
率
は
、
前
回
平

成
19
年
の
同
選
挙
を
５
・
87
ポ
イ
ン
ト
下
回

り
、
69
・
67
％
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
町
で
の
各
候
補
者
の
得
票
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

町
長
・
町
議
会
議
員
選
挙

　

４
月
24
日
に
行
わ
れ
た
町
長
選
挙
は
、
現 

職
の
安
久
津
勝
彦
氏
（
59
歳
）
と
新
人
の
矢 

野
利
惠
子
氏
（
58
歳
）
の
２
人
が
立
候
補
し
、

 

選
挙
の
結
果
、
安
久
津
勝
彦
氏
が
当
選
を
果 

た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
町
議
会
議
員
選
挙
に 

は
、
定
数
13
人
に
対
し
、
15
人
が
立
候
補
し 

ま
し
た
。

　

町
長
選
挙
の
投
票
率
は
、
前
々
回
平
成
15 

年
に
比
べ
、
４
・
91
ポ
イ
ン
ト
下
回
る
82
・ 

90
％
。
町
議
選
挙
の
投
票
率
は
、
前
回
平
成 

19
年
に
比
べ
１
・
07
ポ
イ
ン
ト
下
回
る
82
・ 

90
％
で
し
た
。
得
票
結
果
な
ど
は
次
の
と
お 

り
で
す
（
敬
称
略
）。

北海道知事選挙開票結果

町長選挙開票結果

かつや　　　忠（無所属・新）� 64票

宮　内　さとし（無所属・新）� 135票

高　橋　はるみ（無所属・現）�2,690票

木村　としあき（無所属・新）�1,549票

有効投票数� 4,438票

無効投票数� 51票

不受理� 0票

持ち帰り� 0票

投票総数� 4,489票

当選�安久津　勝　彦（無・現）�2,872票

矢　野　利惠子（無・新）�2,332票

有効投票数�5,204票　�持ち帰り� 0票

無効投票数� 104票　�投票総数�5,308票

投票区別投票率（知事選挙）投票区別投票率（町長選挙） 候補者別の得票数（町議会議員選挙）

投
票
区

投 　 票 　 所
投　票　率

今 回 前 回

１ 役 場 64.87％ 72.54％

２ 足 寄 小 学 校 体 育 館 72.50％ 78.16％

３ 旭 町 母 と 子 の 家 73.68％ 76.26％

４ 下 愛 冠 児 童 館 56.76％ 65.63％

５ 中足寄集落センター 74.29％ 79.49％

６ 螺湾基幹集落センター 72.78％ 72.16％

７ 上足寄集落センター 82.47％ 90.74％

８ 鷲 府 集 会 所 76.19％ 83.54％

９ 上利別基幹集落センター 66.82％ 73.93％

10 大誉地生活改善センター 74.51％ 85.29％

11 芽登生活改善センター 69.91％ 67.90％

12 茂喜登牛集落センター 65.66％ 71.56％

合 計 69.67％ 75.54％

投
票
区

投 　 票 　 所
投　票　率

今 回 前々回

１ 役 場 79.17％ 84.18％

２ 足 寄 小 学 校 体 育 館 83.90％ 89.72％

３ 旭 町 母 と 子 の 家 84.21％ 86.25％

４ 下 愛 冠 児 童 館 76.14％ 82.40％

５ 中足寄集落センター 92.20％ 92.26％

６ 螺湾基幹集落センター 89.94％ 90.72％

７ 上足寄集落センター 86.60％ 93.33％

８ 鷲 府 集 会 所 89.80％ 94.80％

９ 上利別基幹集落センター 80.57％ 91.60％

10 大誉地生活改善センター 88.24％ 88.48％

11 芽登生活改善センター 85.65％ 89.77％

12 茂喜登牛集落センター 87.63％ 88.24％

合 計 82.90％ 87.81％

当選 髙橋　秀樹 43歳 無所属・新 583.000票

当選 星　　孝道 66歳 無所属・現 550.997票

当選 島田　政典 68歳 無所属・現 498.000票

当選 吉田　敏男 65歳 無所属・現 478.000票

当選 田利　正文 61歳 共産党・新 454.000票

当選 高道　洋子 67歳 公明党・現 451.002票

当選 井脇　昌美 64歳 無所属・現 401.000票

当選 前田　秀夫 66歳 無所属・新 383.000票

当選 木村　明雄 64歳 無所属・現 307.000票

当選 後藤　次雄 73歳 無所属・現 258.000票

当選 熊澤　芳潔 64歳 無所属・現 222.000票

当選 川上初太郎 69歳 無所属・現 210.000票

当選 榊原　深雪 64歳 無所属・現 208.000票

佐野　榮一 57歳 無所属・新 147.000票

小林千亜紀 41歳 無所属・新  73.000票

選挙当日の有権者数

男　3,085人

女　3,358人

計　6,443人

選挙当日の有権者数

男　3,062人

女　3,341人

計　6,403人
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足
寄
町
の
観
光
と
市
街
地
活
性
化
の
拠
点

あ
し
ょ
ろ
銀
河
ホ
ー
ル
21
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　

４
月
18
日
、
昨
年
10
月
か
ら
改
修
工
事
を
行
っ
て
き
た
「
あ
し
ょ
ろ
銀
河
ホ
ー
ル
21
」

が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

同
ホ
ー
ル
は
、
足
寄
駅
と
し
て
の
機
能
を
担
っ
た
複
合
施
設
と
し
て
平
成
６
年
に
完
成
し
、

平
成
16
年
に
は
道
の
駅
に
認
定
。
そ
の
後
、
平
成
18
年
に
は
ふ
る
さ
と
銀
河
線
が
廃
止
と

な
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
本
町
の
中
心
に
位
置
す
る
同
ホ
ー
ル
を
市
街
地
活
性
化
の
拠
点
と
捉
え
、町
民
と

旅
行
者
で
に
ぎ
わ
う
施
設
を
目
指
し
、
昨
年
10
月
か
ら
改
修
工
事
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

施
設
内
部
（
１
階
）
に
は
、
町
特
産
品
を
販
売
す
る
「
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
あ
し
ょ
ろ
」
の
ほ
か
、

焼
き
た
て
パ
ン
を
提
供
す
る
「
Ｂ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｒ
Ｙ
あ
し
ょ
ろ
」、
コ
ー
ヒ
ー
や
軽
食
を
提
供

す
る
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
コ
ー
ナ
ー
、
町
産
食
材
な
ど
を
提
供
す
る
「
レ
ス
ト
ラ
ン
あ
し
ょ
ろ
」

を
併
設
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
松
山
千
春
さ
ん

の
衣
装
な
ど
を
展
示
し
て
い
た
コ
ー
ナ
ー
が

展
示
内
容
を
一
新
し
て
２
階
か
ら
１
階
へ
移
動
し
ま
し
た
。
中
央
部
に
は
、
旧
線
路
を
配

置
し
国
鉄
池
北
線
、
ふ
る
さ
と
銀
河
線
と
引
き
継
が
れ
た
線
路
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

多
数
の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

詳
細　

役
場
経
済
課
林
業
商
工
観
光
室
商
工
観
光
担
当 

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
５
２

１階見取図

オープニングセレモニー、テープカット

①BAKERYあしょろ、SHOPあしょろ②テイクアウトコーナー

SHOPあしょろBAKERYあしょろ

レストランあしょろ

旧線路展示コーナー

テイクアウト
コーナー

松山千春
コーナー

③レストランあしょろ④松山千春コーナー⑤旧線路展示コーナー

①

③
⑤

④

②
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東
日
本
大
震
災
に
伴
う
足
寄
町
の
支
援
に
つ
い
て

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、

ま
た
、
甚
大
な
被
害
に
遭
わ
れ
、
ご
家
族
の
安
否
や
衣
食
住
に
対
し
て
大
き
な
不
安
を
抱
え
な
が
ら
の
日
々
を
送
ら
れ
て
い
る

多
く
の
方
々
に
対
し
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

町
で
は
、
被
災
地
へ
の
支
援
と
し
て
、
義
援
金
の
募
集
、
支
援
物
資
の
送
付
、
人
的
支
援
、
被
災
者
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
町
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

義
援
金
の
募
集

　

町
で
は
各
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
３
月

中
旬
よ
り
町
内
事
業
所
等
に
募
金
箱
を
設
置

し
、
東
日
本
大
震
災
に
被
災
さ
れ
た
方
々
へ

の
義
援
金
の
受
け
付
け
を
最
重
点
に
行
っ
て

い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
善
意
を
い
た
だ

き
た
く
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

実
施
期
間　

平
成
23
年
９
月
30
日
㈮
ま
で

募
金
箱
設
置
場
所

①
役
場
住
民
課
戸
籍
年
金
担
当
窓
口

②
役
場
福
祉
課
福
祉
担
当
窓
口

③
町
民
セ
ン
タ
ー
受
付
窓
口

④
国
民
健
康
保
険
病
院
受
付
窓
口

⑤
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
受
付
窓
口

⑥
役
場
内
社
会
福
祉
協
議
会
窓
口

⑦
商
工
会
加
盟
事
業
所

⑧
農
業
協
同
組
合
関
連
事
業
所

※
募
金
箱
へ
の
寄
附
は
中
央
共
同
募
金
会
へ

集
約
さ
れ
ま
す
。

　

福
島
県
内
で
も
福
島
第
１
原
発
事
故
に
よ

り
、
避
難
指
示
を
受
け
た
20
㎞
圏
に
位
置
す

る
地
域
の
酪
農
家
（
25
戸
・
総
飼
養
頭
数
９

１
７
頭
）
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
牛
は
、
絶
望

的
と
言
わ
れ
、
酪
農
家
も
そ
の
確
認
が
で
き

な
い
状
況
で
す
。
ま
た
当
初
、
屋
内
退
避
指

示
で
あ
っ
た
20
～
30
㎞
圏
の
酪
農
家
（
28
戸
・

総
飼
養
頭
数
９
７
８
頭
）
は
、
後
の
避
難
指

示
に
よ
り
、
家
族
全
員
が
避
難
し
ま
し
た
。

数
日
後
、
一
時
帰
宅
で
自
宅
に
戻
り
牛
舎
内

の
牛
の
様
子
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
間

に
お
産
し
た
牛
は
母
子
共
に
死
ん
で
い
た
そ

う
で
す
。
他
の
牛
も
衰
弱
し
た
状
態
で
、
家

族
の
一
員
と
も
言
え
る
牛
を
置
い
て
、
も
う

一
度
家
族
全
員
で
避
難
す
る
気
に
は
な
れ
ず
、

今
は
若
夫
婦
や
孫
を
避
難
さ
せ
、
老
夫
婦
が

自
宅
に
残
り
牛
の
世
話
を
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
７
日
現
在
、
福
島
県
全
域
で
搾
っ
て

い
る
生
乳
は
、
日
量
１
８
０
ｔ
（
震
災
前
の

出
荷
日
量
２
５
０
ｔ
）
で
全
て
廃
棄
し
て
い

ま
す
。
４
月
８
日
に
政
府
が
生
乳
出
荷
規
制

の
緩
和
措
置
を
発
表
し
ま
し
た
が
、
福
島
県

に
は
事
前
の
連
絡
も
な
く
、
政
府
の
指
示
に

振
り
回
さ
れ
て
い
る
事
に
、
地
元
組
合
関
係

者
も
混
乱
し
て
い
る
状
況
で
し
た
。
ま
た
、

農
作
物
等
の
風
評
被
害
の
不
安
も
大
き
く
、

福
島
県
で
は
、
震
災
よ
り
も
原
発
事
故
の
影

響
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

各
農
家
は
、
生
乳
出
荷
が
で
き
ず
収
入
が

減
る
中
で
、
高
騰
し
て
い
る
輸
入
飼
料
に
頼

っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
こ
の
状
況
が
長

引
け
ば
、
営
農
自
体
続
け
る
こ
と
が
困
難
と

な
り
、
今
回
の
飼
料
支
援
に
大
き
な
謝
意
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
福
島
県
酪
農
業

協
同
組
合
の
要
請
に
応
じ
、
被
災
地
へ
飼
料

支
援
し
て
い
く
必
要
を
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
の
対
応
（
報
告
お
よ
び
要
請
を
受
け
）

　

福
島
県
酪
農
業
協
同
組
合
よ
り
、
各
農
家

が
牧
草
ロ
ー
ル
を
利
用
し
た
と
こ
ろ
高
い
評

価
を
得
て
お
り
、
再
度
の
搬
送
要
請
の
連
絡

が
あ
り
ま
し
た
。
安
久
津
勝
彦
町
長
と
Ｊ
Ａ

あ
し
ょ
ろ
新
津
賀
庸
組
合
長
は
、
今
後
、
飼

料
支
援
を
継
続
的
に
行
う
と
共
に
、
30
㎞
圏

外
へ
避
難
し
て
い
る
１
５
０
～
２
０
０
頭
の

育
成
牛
の
避
難
受
け
入
れ
に
つ
い
て
も
検
討

が
必
要
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

人
的
支
援
に
つ
い
て

を
派
遣
し
ま
し
た
（
写
真
⑤
出
発
式
）。
今

後
の
人
的
支
援
に
つ
い
て
は
、
一
般
事
務
・

救
護
業
務
・
健
康
状
態
巡
回
業
務
等
へ
の
職

員
派
遣
の
準
備
も
進
め
て
お
り
、
被
災
地
か

ら
の
要
請
に
応
じ
派
遣
を
行
い
ま
す
。

緊
急
消
防
援
助
隊
（
石
巻
市
）
帰
町
報
告

け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
避
難
所
で
は
発
熱

患
者
が
多
く
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ま
ん
延

の
恐
れ
が
あ
る
状
況
で
す
。
行
政
自
体
も
破

た
ん
し
、
支
援
物
資
の
分
配
や
人
材
派
遣
等

の
指
示
が
不
十
分
で
、
手
が
回
っ
て
い
な
い

状
況
で
し
た
。

被
災
者
の
受
け
入
れ

　

避
難
者
支
援
と
し
て
、
北
海
道
に
対
し
、

受
入
可
能
な
公
営
住
宅
と
仮
設
住
宅
が
建
設

可
能
な
町
有
地
を
報
告
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

要
請
に
応
じ
て
受
け
入
れ
を
行
う
予
定
で
す
。

本
町
の
開
拓
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
先
人
の
多

く
は
東
北
地
方
か
ら
入
植
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
被
災
さ
れ
た
ご
親
戚
な
ど
の
避
難

希
望
の
ご
相
談
も
承
り
ま
す
の
で
、
ご
遠
慮

な
く
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
被

災
さ
れ
た
方
の
受
け
入
れ
可
能
な
住
宅
等
の

情
報
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
お
心
当
た
り
の

あ
る
方
も
併
せ
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

未
曾
有
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
被
災
地
や

被
災
さ
れ
た
方
へ
の
支
援
は
、
状
況
に
応
じ

て
内
容
を
充
実
さ
せ
、
長
期
的
に
継
続
し
て

行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
に

は
、
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

詳　

細　

役
場
総
務
課
企
画
財
政
室

 

☎
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－

２
１
４
１
内
線
３
１
９

ま
し
た
。
被
災
地
は
日
々
報
道
さ
れ
て
い
る

と
お
り
悲
惨
な
状
況
で
、
道
路
は
幅
員
が
狭

い
う
え
に
、
が
れ
き
が
散
乱
し
乗
用
車
が
往

来
す
る
の
が
や
っ
と
と
い
う
状
況
で
す
。
復

旧
に
ど
れ
く
ら
い
時
間
を
要
す
る
の
か
想
像

が
で
き
ま
せ
ん
。
一
般
の
家
屋
は
も
ち
ろ
ん

市
街
地
の
大
き
な
建
物
ま
で
が
破
壊
さ
れ
、

戦
後
の
街
を
模
し
た
ジ
オ
ラ
マ
を
見
て
い
る

よ
う
で
し
た
。
街
全
体
に
海
水
の
臭
い
と
腐

敗
臭
が
立
ち
込
め
、
感
染
症
の
拡
大
が
懸
念

※
窓
口
で
の
受
け
付
け
は
、
日
本
赤
十
字
社

足
寄
町
分
区
が
役
場
福
祉
課
福
祉
担
当
、

中
央
お
よ
び
各
都
道
府
県
共
同
募
金
会
が

役
場
内
社
会
福
祉
協
議
会
で
す
。

　

３
月
18
日
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
障
が
い
児
・

者
地
域
サ
ポ
ー
ト
ふ
れ
あ
い
（
坂
口
省
吾
理

ご
遺
族
か
ら
１
千
万
円
が
日
本
赤
十
字
社
足

寄
町
分
区
（
分
区
長

：

足
寄
町
長
）
へ
寄
附

さ
れ
て
い
ま
す
（
写
真
①
）。
４
月
19
日
現
在
、

共
同
募
金
会
宛
お
よ
び
日
本
赤
十
字
社
宛
に

計
１
２
，
８
８
８
，
９
１
４
円
（
町
把
握
分
）

の
善
意
が
集
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

事
長
）
か
ら

50
万
円
、
同

月
30
日
に
は
、

足
寄
町
赤
十

字
奉
仕
団
員

と
し
て
活
動

さ
れ
た
故
我

妻
敏
子
さ
ん

の

支
援
物
資
に
つ
い
て

　

北
海
道
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、
支
援
物
資

を
被
災
地
へ
送
る
た
め
、
町
の
災
害
備
蓄
品

の
中
か
ら
、
ア
ル
フ
ァ
米
１
，
１
０
０
食
、

非
常
用
毛
布
１
６
０
枚
、
寝
袋
１
１
６
袋
、

非
常
用
保
存
水
２
１
６
本
、
缶
入
り
ソ
フ
ト

パ
ン
３
１
２
缶
、
カ
ロ
リ
ー
メ
イ
ト
ロ
ン
グ

ラ
イ
フ
１
８
０
箱
、
簡
易
ト
イ
レ
セ
ッ
ト
な

ど
を
３
月
23
日
に
陸
上
自
衛
隊
帯
広
駐
屯
地

へ
搬
入
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
の
森
バ
イ

オ
マ
ス
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
か
ら
の
要
請

を
受
け
、
３
月
24

日
に
木
質
ペ
レ
ッ

ト
８
ｔ
と
、
町
の

災
害
備
蓄
品
の
中

か
ら
サ
ー
ジ
カ
ル

マ
ス
ク
１
３
，
０

０
０
枚
、
消
毒
ア

　

緊
急
消
防
援

助
隊
と
し
て
、

３
月
28
日
か
ら

足
寄
消
防
署
職

員
１
人
を
宮
城

県
石
巻
市
へ
派

遣
し
、
さ
ら
に
、

４
月
13
日
か
ら

同
署
消
防
車
１

台
と
職
員
１
人

　

３
月
28
日
か

ら
４
月
３
日
ま

で
の
期
間
、
救

急
活
動
を
行
い

さ
れ
ま
す
。
日

に
50
件
程
の
救

急
出
動
を
行
う

中
で
、
基
礎
疾

患
を
持
つ
方
が

医
療
を
受
け
ら

れ
ず
に
病
状
を

悪
化
さ
せ
て
い

る
状
況
が
見
受

ル
コ
ー
ル
、
非
常
用
保
存
水
96
本
、
軍
手
な

ど
を
送
り
ま
し
た
（
写
真
②
）
。

　

４
月
７
日
に
は
、
町
お
よ
び
Ｊ
Ａ
あ
し
ょ

ろ
か
ら
福
島
県
酪
農
業
協
同
組
合
へ
の
救
援

物
資
と
し
て
、
町
職
員
２
人
・
Ｊ
Ａ
あ
し
ょ

ろ
職
員
１
人
が
同
行
し
、
牧
草
ロ
ー
ル
34
個

を
福
島
県
本
宮
市
に
搬
送
し
ま
し
た
（
写
真

③
出
発
式
、
④
引
き
渡
し
）。
ま
た
、
北
海

道
が
受
け
付
け
を
行
い
、
町
が
取
り
ま
と
め

て
い
た
個
人
支
援
物
資
に
つ
い
て
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
か
ら
大
人
用
お
む
つ
、
粉
ミ
ル
ク
、

絵
本
、
鉛
筆
、
カ
ッ
プ
麺
等
が
寄
せ
ら
れ
、

十
勝
総
合
振
興
局
へ
搬
入
し
て
い
ま
す
。

被
災
地
（
本
宮
市
）
の
報
告

・
役
場
経
済
課
・
村
田
善
映
農
業
振
興
室
長

・
同
室
農
業
振
興
担
当
・
加
藤
勝
廣
主
査

・
Ｊ
Ａ
あ
し
ょ
ろ
・
大
塚
康
次
畜
産
部
長

足寄消防署

葛西信之係長石巻市街地

①⑤

②

③

④
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着
任
医
師
・
新
規
採
用
職
員
を
紹
介
し
ま
す
（
４
月
１
日
付
）

北岡　文生
国民健康保険病院

医　長

辻　　泰平
総務課総務室

主　事

田端美智代
福祉課保健福祉室

主任保健師

須田　　亙
国民健康保険病院

技　師

平尾　千賀
国民健康保険病院

看護師

竹本　尚史
国民健康保険病院

医　長

柴崎　美来
総務課総務室

主　事

豊島　　由
福祉課保健福祉室

主　事

布施　拓也
国民健康保険病院

看護師

熊谷　美沙
国民健康保険病院

看護師

年
齢　

47
歳　

出
身　

福
岡
県

出
身
校　

長
崎
大
学
医
学
部

専
門
科
目　

外
科
、
消
化
器
外
科
、

救
急
科
、
が
ん
治
療

診
療
科
目　

外
科
、
消
化
器
外
科
、

肛
門
外
科

趣
味　

ド
ラ
イ
ブ
、
ゴ
ル
フ

年
齢　

23
歳　

出
身　

足
寄
町

趣
味　

囲
碁

「
一
日
も
早
く
仕
事
を
覚
え
、
足

寄
町
を
よ
り
良
く
す
る
に
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
か
を
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
」

年
齢　

40
歳　

出
身　

足
寄
町

趣
味　

読
書

「
こ
の
た
び
新
規
採
用
に
な
り
ま

し
た
。
町
民
の
皆
さ
ん
に
信
頼
さ

れ
る
職
員
を
目
指
し
、
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
」

年
齢　

29
歳　

出
身　

中
標
津
町

趣
味　

野
球
、
釣
り
、
読
書

「
理
学
療
法
士
と
い
う
立
場
か
ら
、

患
者
さ
ん
の
み
な
ら
ず
こ
の
地
域

の
方
々
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
貢
献

で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

年
齢　

40
歳　

出
身　

青
森
県

趣
味　

旅
行

「
昨
日
は
何
と
も
な
く
て
も
、
今

日
の
体
の
不
調
に
気
付
け
る
看
護

師
を
目
指
し
、
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
」

年
齢　

37
歳　

出
身　

広
島
県

出
身
校　

札
幌
医
科
大
学
医
学
部

専
門
科
目　

内
科
、
家
庭
医
療
学

診
療
科
目　

内
科

趣
味　

読
書
、
旅
行
、
水
泳
、
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド

年
齢　

23
歳　

出
身　

広
尾
町

趣
味　

読
書
、
弓
道

「
町
職
員
と
し
て
町
民
の
皆
さ
ん

が
気
持
ち
よ
く
生
活
で
き
る
よ
う

に
、
精
一
杯
仕
事
に
取
り
組
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
」

年
齢　

37
歳　

出
身　

小
樽
市

趣
味　

チ
ェ
ロ
演
奏

「
こ
の
た
び
縁
あ
っ
て
札
幌
か
ら

や
っ
て
き
ま
し
た
。
福
祉
専
門
職

と
し
て
こ
の
町
の
た
め
に
微
力
な

が
ら
尽
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
」

年
齢　

45
歳　

出
身　

函
館
市

趣
味　

日
曜
大
工

「
日
々
勉
強
し
、
良
い
看
護
を
提

供
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

未
熟
者
で
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
」

年
齢　

21
歳　

出
身　

札
幌
市

趣
味　

読
書
、
映
画
鑑
賞
、
水
泳

「
未
熟
な
部
分
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
１
日
で
も
早
く
患
者
さ
ん

の
お
役
に
立
て
る
看
護
師
に
な
れ

る
よ
う
に
日
々
努
力
を
重
ね
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」

旭
日
双
光
章

故 

浅
川　

昭
さ
ん

81
歳
・
南
２
条
１
丁
目

平
成
23
年
２
月
８
日
逝
去

　

４
月
４
日
、
地
方
自
治
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
た
、
故
浅
川
昭

さ
ん

に
旭
日
双
光
章
が
贈
ら
れ
、

安
久
津
勝
彦
町
長
か
ら
長
女
の

家
常
み
ど
り
さ
ん

に
勲
記
・
勲
章

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

浅
川
さ
ん

は
昭
和
56
年
９
月
か

ら
平
成
23
年
２
月
ま
で
町
公
平

委
員
会
委
員
（
う
ち
平
成
３
年

か
ら
は
同
委
員
長
）
を
務
め
ら

れ
る
な
ど
、
本
町
の
振
興
発
展

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
足
寄
町
に
は
町
長
か
ら
推
薦
さ

れ
て
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
３

人
の
人
権
擁
護
委
員
の
方
が
お
り

ま
す
。

　

わ
が
国
で
は
、
基
本
的
人
権
の

尊
重
を
基
本
原
理
と
す
る
日
本
国

憲
法
の
下
で
、
人
権
に
関
す
る
諸

制
度
の
整
備
や
諸
施
策
の
推
進
が

図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

現
状
は
不
当
な
差
別
や
人
種
、
性

別
な
ど
に
よ
る
差
別
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
離
婚
相
談

な
ど
の
家
庭
内
の
問
題
や
隣
近
所

の
も
め
ご
と
な
ど
、
幅
広
い
内
容

に
対
応
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

難
し
い
手
続
き
も
あ
り
ま
せ
ん
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
特
設
人
権
相
談
所
開
設

　

日　

時　

６
月
１
日
㈬

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

　

場　

所　

足
寄
町
民
セ
ン
タ
ー

　

行
政
相
談
は
、
国
の
行
政
全
般
に
つ
い
て
の
苦
情
そ
の
他
相
談
や

意
見
・
要
望
を
受
け
付
け
、
相
談
者
と
関
係
行
政
機
関
の
間
に
立
っ

て
、
公
正
・
中
立
の
立
場
か
ら
必
要
な
あ
っ
せ
ん
を
行
う
も
の
で
す
。

こ
ん
な
相
談
あ
り
ま
せ
ん
か
。

・
国
道
の
道
路
標
識
が
わ
か
り
に
く
い
。

・
年
金
の
書
類
が
送
ら
れ
て
こ
な
い
。

　

な
ど
の
苦
情
や
要
望
に
つ
い
て
、
行
政
相
談
委
員
が
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
行
政
相
談
所
開
設

　

日　

時　

６
月
１
日
㈬　

午
後
１
時
～
３
時

　

場　

所　

足
寄
町
民
セ
ン
タ
ー

◆
釧
路
行
政
評
価
分
室
で
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

『
行
政
苦
情
１
１
０
番
』
☎
０
５
７
０

－

０
９
０
１
１
０

６
月
１
日
は

人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す

行
政
へ
の
相
談
・
苦
情
は

行
政
相
談
委
員
へ

大　内　佳代子さ
ん

中　　矢　☎25－5067

國　見　　　勲さ
ん

南６－１　☎25－4545

西　野　　　勲さ
ん

南２－５　☎25－3808

先　崎　三　朗さ
ん

南１－４　☎25－4974

行政相談委員
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10

写真をご希望の方は広報広聴担当まで

11

　第36回町消費生活展が町民センターで開か

れました。会場には町民から集められたリサ

イクル品のショッピングコーナーや町特産品

拡大コーナー、町木質ペレット研究会のピザ

試食コーナーなどが出店され、多数の来場者

が訪れました。なお、益金は東日本大震災の

義援金として被災地に届けられます。

４.20 防火パレード、防火ＰＲ

３.20 ショッピングを楽しむ

　芽登小学校（松井敦子校長）の児童たちが

国道２４１号沿いの駐車帯で清掃活動「クリ

ーン大作戦」を行いました。児童たちは火ば

さみとごみ袋を手に持ち、空き缶やペットボ

トル、たばこの吸い殻など、大量のごみを拾

い集めました。ごみは駐車帯を管理する帯広

開発建設部足寄道路事務所職員などの協力を

得て、埋め立てごみや資源ごみなどに分別さ

れました。

　春の火災予防運動に併せ、足寄消防署と足

寄消防団が町内で防火パレードと防火ＰＲを

行いました。防火ＰＲでは女性消防団員らが

市街地３カ所のスーパーに分かれ、買い物客

などにティッシュを手渡し、火災予防を呼び

掛けました。また、期間中に同団員が独居老

人宅を訪問し防火意識の啓発を図ります。

４.27 クリーン大作戦

　第26回町青年サミット（町青年団体連絡協

議会主催、阿部孝志会長）が町商工会館で開

かれました。帯広信用金庫足寄支店、横内寿

一支店長が「事業継承について」「確定申告

書は事業・家計の通信簿」と題して講演を行

い、地域金融機関の役割や確定申告における

所得控除の活用等について解説されました。

３.25 青年サミット

11

４．７　上利別保育所

４．７　芽登保育所

４．８　大誉地小学校

４．８　芽登小学校

４．８　足寄高等学校

４．１　足寄保育園どんぐり

４．７　螺湾保育所

４．８　足寄小学校

４．８　螺湾小学校

４．８　足寄中学校

入
園
・
入
所
・
入
学
お
め
で
と
う
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第40回
地域の安全は“心の備え”から

町民
防災講座

心
と
身
体
、
人
の
備
え

　

自
然
災
害
の
備
え
に
は
〝
心
の
備
え
〟
と

〝
身
体
の
備
え
〟、
そ
し
て
〝
人
の
備
え
〟

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
、
私
は
い
ろ
ん
な
場

面
で
申
し
上
げ
て
き
ま
し
た
。
２
０
１
１
年

３
月
11
日
の
東
北
地
方
太
平
洋
沿
岸
域
を
襲

っ
た
巨
大
地
震
津
波
災
害
は
、
災
害
へ
の
備

え
の
重
要
さ
を
あ
ら
た
め
て
提
示
し
て
く
れ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
日
以
来
、
私
個

人
が
感
じ
て
き
た
思
い
を
述
べ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
ず
や
は
り
〝
心
の
備
え
〟
に
つ
い
て
で

す
。
私
た
ち
の
暮
ら
す
日
本
列
島
は
、
地
震

（
津
波
）・
火
山
・
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害

を
古
く
か
ら
経
験
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら

自
然
災
害
は
建
物
・
道
路
・
農
地
・
漁
場
な

ど
の
破
壊
と
人
命
損
失
を
も
た
ら
す
だ
け
で

は
な
く
、
時
に
は
地
域
社
会
そ
の
も
の
を
消

失
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
自
然
災
害

の
危
険
に
お
び
え
つ
つ
、
ま
た
そ
の
危
険
を

低
減
す
る
た
め
の
限
定
的
な
安
全
対
処
を
行

い
な
が
ら
先
人
達
は
生
き
て
き
た
の
で
す
。

　

近
年
各
地
で
作
ら
れ
て
い
る
自
然
災
害
の

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
、
そ
の
危
険
域
と
危

険
度
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
こ

に
示
さ
れ
た
危
険
性
は
そ
の
一
例
に
し
か
過

ぎ
ず
、
時
に
は
そ
れ
以
上
の
こ
と
も
起
こ
り

得
る
こ
と
を
覚
悟
し
て
お
く
こ
と
、
こ
れ
が

〝
心
の
備
え
〟
で
す
。
す
な
わ
ち
歴
史
上
は

も
ち
ろ
ん
、
自
然
史
上
（
た
と
え
ば
10
世
紀

以
内
）
発
生
し
て
き
た
大
規
模
異
変
に
つ
い

て
も
、〝
起
こ
り
得
る
〟
こ
と
と
し
て
認
知

し
て
お
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に

思
え
ま
す
。

　

新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
釜
石
の
あ
る
小
・

中
学
校
で
は
、
避
難
行
動
に
よ
っ
て
生
命
が

一
つ
も
失
わ
れ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
毎
週

１
時
間
の
防
災
学
習
、
特
に
〝
津
波
て
ん
で

ん
こ
（
２
０
０
８
山
下
文
男
作
）〟（
地
震
が

起
き
た
ら
津
波
が
来
る
。
そ
れ
ぞ
れ
て
ん
で

ん
に
高
台
へ
逃
げ
登
る
こ
と
�
）
を
通
し
て
、

生
徒
た
ち
に
〝
心
の
備
え
〟（
自
主
判
断
能

力
と
自
主
行
動
能
力
）
が
育
ま
れ
て
い
た
た

め
と
み
ら
れ
ま
す
。
１
９
３
３
（
昭
和
８
）

年
昭
和
三
陸
沖
地
震
津
波
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
８
・
１
）、
さ
ら
に
１
９
６
０
（
昭
和

35
）
年
チ
リ
沖
地
震
津
波
の
経
験
を
継
承
し

て
き
た
高
齢
者
も
、
祖
父
母
か
ら
１
８
９
６

（
明
治
29
）
年
明
治
三
陸
沖
地
震
津
波
（
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
５
）
の
こ
と
を
伝
え
ら

れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
こ
れ
ら
の
伝
承
を
地

域
の
津
波
文
化
と
し
て
位
置
づ
け
、
住
民
自

主
防
災
を
学
習
し
続
け
て
き
た
成
果
と
も
い

え
ま
す
。

放
棄
さ
せ
て
い
た
可
能
性
も
否
定
し
得
ま
せ

ん
。
大
規
模
津
波
が
こ
れ
を
乗
り
越
え
た
り
、

河
川
沿
い
に
遡そ

上
じ
ょ
う

し
た
り
し
て
、
堤
内
地
の

人
命
を
住
家
と
も
ど
も
流
失
さ
せ
る
こ
と
な

ど
思
い
も
し
な
か
っ
た
、
と
の
苦
汁
の
思
い

を
吐
い
て
い
た
住
民
た
ち
が
テ
レ
ビ
報
道
に

登
場
し
て
い
ま
し
た
。
危
険
低
減
の
た
め
に

行
っ
て
き
た
〝
身
体
の
備
え
（
堤
防
や
防
潮

堤
な
ど
）〟
は
、
人
間
社
会
と
し
て
対
応
し

得
る
現
象
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ

以
上
の
現
象
に
つ
い
て
は
、
避
難
行
動
な
ど

で
生
命
だ
け
は
最
低
限
守
る
と
の
〝
心
の
備

え
〟
を
前
提
に
し
た
も
の
な
の
で
す
。

　

ま
た
、
安
全
未
来
ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
せ

な
い
〝
人
の
備
え
〟
も
ま
た
、
心
の
備
え
が

必
須
で
す
。
特
に
自
治
体
行
政
に
、
ま
た
地

域
の
住
民
自
主
組
織
に
も
防
災
専
門
組
織
が

配
置
さ
れ
、
地
域
の
自
主
判
断
・
行
動
能
力

が
培
養
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
時

間
の
か
か
る
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
に
は
学
校

教
育
・
地
元
行
政
・
地
域
産
業
・
関
係
機
関

等
と
の
地
域
連
携
構
築
が
必
須
な
の
だ
と
思

い
ま
す
。〝
安
全
〟
を
基
軸
と
し
た
日
本
社

会
の
進
化
を
あ
ら
た
め
て
期
待
せ
ざ
る
を
得

な
い
今
日
で
す
。

 

（
北
海
道
大
学
名
誉
教
授　

新
谷　

融
）

詳　

細　

役
場
総
務
課
企
画
財
政
室

 

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
３
１
１

　

一
方
、
沿
岸
部
に
新
設
さ
れ
て
い
た
防
潮

堤
や
堤
防
が
あ
る
故
に
、
逆
に
心
の
備
え
を

南
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
完
成

ふ
る
さ
と
足
寄

応
援
寄
附
金

　

国
の
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
事

業
を
活
用
し
、
旧
公
民
館
跡
地
で
昨
年
秋

よ
り
建
設
を
行
っ
て
い
た
「
南
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
が
完
成
し
、
４
月
１

日
よ
り
利
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
き
設
計
し
た

こ
の
施
設
は
、
年
齢
層
に
関
係
な
く
、
ど

な
た
で
も
利
用
し
や
す
く
、
ま
た
足
寄
町

産
カ
ラ
マ
ツ
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
、
木

の
香
り
た
だ
よ
う
明
る
く
温
も
り
に
満
ち

た
建
物
で
す
。
館
内
は
、
集
会
室
や
会
議

室
、
研
修
室
、
調
理
室
か
ら
な
り
、
特
に

　

町
で
は
、
本
町
を
応
援
し
て
く
れ
る
皆
さ

ん
か
ら
の
寄
附
金
を
基
に
、
魅
力
あ
る
個
性

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
「
ふ
る

さ
と
足
寄
応
援
寄
附
条
例
」
を
制
定
し
て
い

ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
）

は
、
ふ
る
さ
と
に
貢
献
ま
た
は
応
援
し
た
い

と
い
う
方
が
、
地
方
公
共
団
体
に
寄
附
を
し

た
場
合
、
５
，
０
０
０
円
を
超
え
る
額
に
つ

い
て
、
一
定
限
度
ま
で
住
民
税
と
所
得
税
が

控
除
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

昨
年
度
は
、
足
寄
町
に
「
ゆ
か
り
の
あ
る

方
」
「
思
い
出
の
あ
る
方
」、
足
寄
町
を
「
心

の
ふ
る
さ
と
」
と
思
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

方
か
ら
「
自
然
豊
か
な
大
地
を
い
つ
ま
で
も

財
産
と
し
て
残
し
て
」
「
さ
さ
や
か
な
が
ら

お
力
添
え
が
で
き
れ
ば
」
な
ど
、
本
町
へ
の

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と
も
に
４
件
１
，
２
０

５
，０
０
０
円
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
「
ふ
る
さ
と
足
寄

応
援
基
金
」
に
積
み
立
て
し
、
地
域
産
業
や

観
光
の
振
興
、
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
守
る
事

業
な
ど
、
寄
附
さ
れ
た
方
の
意
向
に
沿
っ
て

活
用
し
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
応
援
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
先
・
詳
細

　

役
場
総
務
課
企
画
財
政
室
企
画
調
整
担
当

 

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
３
１
４

ふ
る
さ
と
足
寄
応
援
寄
附
金
は
、
足
寄
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
や
思
い
入
れ
の
あ
る
方
な
ど
に

「
寄
附
金
」
を
通
じ
て
足
寄
町
を
応
援
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

集
会
室
で
は
、
テ
ー
ブ
ル
と

椅
子
の
設
置
で
50
人
が
参
集

で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し

て
い
ま
す
。
各
種
サ
ー
ク
ル

や
講
習
会
等
で
の
利
用
の
ほ

か
、
葬
儀
会
場
と
し
て
も
利

用
が
可
能
で
す
。館
外
に
は
、

テ
ラ
ス
も
設
置
し
て
お
り
地

域
等
の
イ
ベ
ン
ト
広
場
と
し

て
も
利
用
で
き
ま
す
。

詳　

細

　

役
場
総
務
課
契
約
財
産
室

 

☎
25

－

２
１
４
１

 

内
線
３
４
３

集会室研修室

ご寄附いただいた方を紹介します

住　　　所 氏　　　名 寄　附　額

東京都江戸川区 足立　琢哉さ
ん 100,000円

北 海 道 滝 川 市 大井　伸治さ
ん 1,000,000円

埼玉県春日部市 畠　　文七さ
ん 100,000円

神奈川県秦野市 森田　京子さ
ん 5,000円

※公表を承諾された方のみ掲載しています
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自動車税は納期までに
納税をお願いします

　自動車税は４月１日現在で自動

車をお持ちの方（運輸支局に登録

されている方）に納めていただく

北海道の税金です。道が事業を行

うための貴重な財源です。

　今年の納期限は５月31日㈫です。

納期内納税にご協力願います。

　納税通知書は５月６日ごろに発

送しています。納税通知書が届か

ない場合や納税についてのご相談

がある方はお問い合わせください。

また住所が変わったときは十勝総

合振興局および運輸支局で変更手

続きを、自動車を売買したときは

運輸支局で移転登録を、廃車した

ときは運輸支局で抹消登録をする

ようお願いします。

詳　　細

十勝総合振興局地域政策部納税課

  ☎０１５５－２７－８５３３

住民生活相談員に
ご相談ください

　４月から役場住民課住民生活担

当に住民生活相談員を配置してい

ます。消費生活問題を中心に町民

の皆さんから相談を受け付けます。

気軽にご相談ください。

相談先・詳細

  役場住民課住民室住民生活担当

  ☎２５－２１４１内線２２４

電波の正しい利用を！

火気の取り扱いに注意

　６月１日から10日は「電波利用

環境保護周知啓発強化期間」です。

不法無線局による重要無線通信や

テレビ・ラジオへの混信妨害事例

は依然として多数発生し、電波利

用環境の悪化が懸念されています。

電波はルールを守って正しく利用

しましょう。

詳　　細  北海道総合通信局

  ☎０１１－７０９－２３１１

　４月に入り、本別警察署管内に

おいて野火火災が連続発生してい

ます。枯れ草や家庭ごみの焼却が

主な原因です。家庭ごみを含む廃

棄物を勝手に焼却する行為は法律

で禁止されています。廃棄物は自

治体の規則に従って正しく処理し、

火気の取り扱いには十分注意しま

しょう。

詳　　細  本別警察署

  ☎２２－０１１０

　「しかけ絵本」「絵本写真展」「絵本の歴史」

を通して、子どもも大人も楽しめる絵本の魅力

を紹介します。皆さんのご来場をお待ちしてい

ます。

期　　間　５月21日㈯まで

※日・月曜日、祝日は休館になります

場　　所　本別町歴史民俗資料館

開館時間　午前９時－午後４時

入 館 料　無料

詳　　細　本別町歴史民俗資料館

  ☎２２－２１４１内線４１０

資料館企画展

「びっくりワクワク絵本展」
オフロードバトル

　陸別サーキットに春を告げるオフロードシー

ズンがやってきました。ぜひご来場ください。

日　　時　５月22日㈰
　　　　　スタート午前９時－

場　　所　陸別サーキット（陸別町ウエンベツ）

入 場 料　大人　１，２００円

　　　　　高校生以下　無料

詳　　細　陸別町役場産業振興課内

  ☎２７－２１４１

  ＦＡＸ２７－２７９８

雪
が
消
え
春
は
近
づ

け
ど
木
々
は
眠
っ

た
ま
ま
。
こ
ん
な
時
期
は

サ
サ
が
よ
く
見
え
ま
す
ね
。

サ
サ
は
最
近
山
林
の
未
利

用
資
源
と
し
て
活
用
が
期
待
さ
れ
て

い
る
そ
う
で
す
が
、
皆
さ
ん
は
森
や

道
の
脇
に
生
え
て
い
る
サ
サ
が
ど
ん

な
サ
サ
な
の
か
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

北
海
道
の
サ
サ
は
主
に
ス
ズ
タ
ケ

と
チ
シ
マ
ザ
サ
、
ク
マ
イ
ザ
サ
、
ミ

ヤ
コ
ザ
サ
の
仲
間
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

チ
シ
マ
ザ
サ
は
１
・
５
～
３
メ
ー
ト

ル
と
背
が
高
く
、
地
上
に
芽
を
持
ち
、

上
部
の
節
に
集
中
し
て
た
く
さ
ん
枝

分
か
れ
し
ま
す
。
ク
マ
イ
ザ
サ
は
１

～
２
メ
ー
ト
ル
と
や
や
高
く
、
地
上

に
芽
を
も
ち
、
全
て
の
節
で
全
体
的

に
枝
分
か
れ
し
ま
す
。
ミ
ヤ
コ
ザ
サ

は
50
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
～
１
メ
ー
ト

ル
と
と
て
も
低
く
、枝
分
か
れ
せ
ず
、

一
本
の
茎
に
葉
を
直
接
付

け
、
芽
は
土
の
中
に
隠
し

ま
す
。
道
北
、
日
本
海
側

や
山
地
の
多
雪
地
帯
に
は

チ
シ
マ
ザ
サ
、
道
南
や
わ

第73回『ササが語るつもる話』
（九州大学北海道演習林　菱拓雄）

枝分かれと芽の位置の特徴

（紺野1977より）

れ
わ
れ
の
住
む
道
東
太
平
洋
側
の
少

雪
地
帯
に
は
ミ
ヤ
コ
ザ
サ
、
そ
れ
以

外
の
道
内
地
域
に
は
ク
マ
イ
ザ
サ
が

広
く
分
布
し
ま
す
。
分
布
の
違
い
は

冬
の
冷
気
か
ら
雪
が
ど
の
高
さ
ま
で

サ
サ
の
芽
を
守
っ
て
く
れ
る
の
か
に

よ
っ
て
生
じ
ま
す
。
つ
ま
り
足
寄
の

50
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
足
ら
ず
の
積
雪

は
ミ
ヤ
コ
ザ
サ
を
守
る
の
が
精
一
杯

で
す
。
皆
さ
ん
も
道
内
を
ド
ラ
イ
ブ

す
る
際
に
は
冬
を
思
い
な
が
ら
サ
サ

の
種
類
や
高
さ
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
雪
が
ど
の
く
ら
い
サ
サ
を
守
っ

て
い
る
の
か
実
感
で
き
ま
す
よ
。

詳　

細　

九
州
大
学
北
海
道
演
習
林

☎
25

－

２
６
０
８

町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
森
づ
く
り

第
30
回
足
寄
ふ
る
さ
と
花
ま
つ
り

　

緑
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
平
成
18

年
度
の
低
気
圧
で
風
倒
被
害
に
遭
っ
た
里
見

が
丘
の
町
有
林
に
町
木
の
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
１
，

０
０
０
本
を
植
樹
し
ま
す
。
ご
家
族
・
お
友

達
な
ど
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
気
軽
に
参
加

く
だ
さ
い
。

日　
　

時　

６
月
５
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
９
時
15
分
集
合

※
雨
天
決
行

集
合
場
所　

ネ
イ
パ
ル
あ
し
ょ
ろ
駐
車
場

　

丘
一
面
に
咲
く
シ
バ
ザ
ク
ラ
を
眺
め
、
春

の
訪
れ
を
感
じ
な
が
ら
、
み
ん
な
で
焼
き
肉

を
食
べ
た
り
シ
ョ
ー
を
見
た
り
し
て
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
自
治
会
・

職
場
の
仲
間
な
ど
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
奮

っ
て
参
加
く
だ
さ
い
。

日　
　

時　

６
月
５
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
10
時

－

午
後
２
時
30
分

※
雨
天
中
止

場　
　

所　

里
見
が
丘
公
園
フ
ラ
ワ
ー
園

そ

の

他　

申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

詳　
　

細　

役
場
経
済
課
林
業
振
興
担
当

 

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
４
４

受
け
付
け
で
軍
手
と

タ
オ
ル
を
配
布
し
ま

す
。
ま
た
、
先
着
１

０
０
人
に
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
の
苗
木
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

内　
　

容

　

豪
華
賞
品
が
当
た

る
抽
選
会
、
文
化
芸

能
・
吹
奏
楽
演
奏
等

の
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、

炭
の
無
料
配
布
な
ど

詳　
　

細　

役
場
経
済
課
商
工
観
光
担
当

 

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
５
３

お知らせ

地デジのことなら、なんでも

　　　　　　ご相談ください！

☎0154-99-0101
平　日　午前９時－午後９時

土日祝　午前９時－午後６時

相馬布美子

相談員
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身体等に障がいのある方の
軽自動車税減免について

足寄町住生活基本計画および
足寄町公営住宅等長寿命化計画の公表・閲覧について

国保特定健診・胃・肺・大腸・前立腺がん検診
肝炎ウイルス検診

町住生活基本計画

　町では住生活基本法に基づき、町民の住生活の安定確保および向上の

促進に関する基本的な方向を定め、住宅施策を総合的に推進するため「足

寄町住生活基本計画」を策定しました。本計画では、少子高齢化社会に

対応する「安心居住プロジェクト」、公営借家需要に対応する「公営住

宅整備活用プロジェクト」、地域活性化と連動する「地域住宅建設プロ

ジェクト」に重点的に取り組みます。

町公営住宅等寿命化計画

　町では公営住宅のストック状況を把握し、これまでの対処療法型の維

持管理から予防保全的な維持管理への転換を図り、耐久性の向上を図る

改善等を実施し公営住宅の長寿命化によるコストの縮減と計画的な修繕・

改善計画を定めた「足寄町公営住宅等長寿命化計画」を策定しました。

本計画では、まちづくりおよび地域の実情や入居者の状況、高齢者や子

育て世帯の需給動向を踏まえ、新団地などの建設を予定しています。

両計画の閲覧について

　開庁日の午前８時35分－午後５時５分、役場建設課建設室建築担当ま

たは総務課契約財産室財産管理担当窓口で閲覧を行っています。町ホー

ムページ（http://www.town.ashoro.hokkaido.jp）からも閲覧できます。

詳　　細  役場建設課建設室建築担当　☎２５－２１４１内線３８１

日　　時　６月21日㈫－23日㈭
　　　　　午前６時－10時（先着順時間予約制）

場　　所　町民センター

対　　象　国保特定健診：平成23年４月１日現在、町国民健康保険に加

入している40－74歳の方、胃・肺・大腸がん検診：40歳以上、

前立腺がん検診：50歳以上の男性、肝炎ウイルス検診：35歳

以上

料　　金　胃２，１００円、肺５００円、かく痰１，３００円、大腸７０

０円、前立腺１，７９５円、Ｃ型肝炎ウイルス検診５００円、

Ｂ型肝炎ウイルス検診（HBs抗原検査）３００円

※国保特定健診の方は無料、生活保護の方は無料、70歳以上の方は肝炎

ウイルス検診のみ無料

申込期限　５月23日㈪　午後５時まで

申込先・詳細  役場福祉課保健福祉室保健推進担当　☎２５－２５７１

　身体等に障がいのある方のため

に使用する自動車で一定の要件に

当てはまるものは、申請により軽

自動車税の減免を受けることがで

きます。

対　　象

①身体障がいのある方

※障がいの区分、程度によっては

該当にならない場合があります

のでお問い合わせください。

②知的障がいのある方

・療育手帳の交付を受けている方

・知的障害者更生相談所または児

童相談所の判定書により知的障

がいがあると判定された方

③精神障がいのある方

・精神障害者保健福祉手帳の交付

を受けている方のうち、障がい

の等級が１級－３級の方

・精神保健指定医の診断書により

障がいがあると診断された方

④戦傷病者手帳の交付を受けてい

る方で一定の範囲の障がいがあ

る方

申請手続き

　減免の申請をされる方は、次の

ものを持参し５月24日㈫までに役

場住民課税務室賦課担当までお越

しください。

・印鑑

・身体障害者手帳等（障がいの確

認できるもの）

・軽自動車税納税通知書

・自動車運転免許証

※減免の適用は１台に限ります。

普通乗用車等で減免を受けられ

ている方は対象になりません。

詳　　細

  役場住民課税務室賦課担当

  ☎２５－２１４１内線２３５

お知らせ 善意のご寄附・ご寄贈
ありがとうございます

町へ

・故安久津義人さ
ん（南６条１

丁目）ご遺族から町振興の

ために ５００万円

・町商工会女性部（久保眞知

子部長）から足寄保育園ど

んぐりへ 図書券１万円

新入学の小学１年生へ

・足寄ライオンズクラブ（和

知紀夫会長）から

 ランドセルカバー

・足寄ロータリークラブ（中

谷彰会長）から

 防犯ブザー

・町交通安全協会（國見勲会

長）から 色鉛筆、塗り絵

・町交通安全協会女性ドライ

バー支部（齋藤道代支部長）

から 鉛筆

・町商工会女性部から

 足型キーホルダー

・帯広建設業協会から

 連絡用ファイルケース

・㈱みずほファイナンシャル

グループほかから

 黄色いワッペン

・日本マクドナルド㈱から

 防犯笛

検察審査員に選ばれたら
ご協力を！

図書室事業
「ブックスタート」

平成23年度調理師試験

有害駆除実施中

敬老感謝無料撮影

　交通事故、詐欺などの被害に遭

ったのに、検察官がその事件を裁

判にかけてくれない。どうも納得

できない。このような人のために

検察官の行った処分が正しかった

かどうかを審査する機関として「検

察審査会」があります。

　検察審査会では、11人の審査員

がこの審査を行います。審査員は

衆議院議員の選挙権を持っている

一般の国民の中から「くじ」で選

ばれることになっています。皆さ

んもいつか審査員に選ばれること

があるかもしれません。審査員に

選ばれたときには、国民の代表と

してこの仕事にご協力をお願いし

ます。

詳　　細  帯広検察審査会事務局

  （釧路地方裁判所帯広支部内）

  ☎０１５５－２３－５１４１

試験日時　８月31日㈬
　　　　　午後１時30分－４時

試 験 地　帯広市

　（会場は受験票により通知）

願書受付期間　５月27日㈮まで

願書配布場所および提出先

　帯広保健所および各支所

※受験資格や手数料など詳しくは

お問い合わせください。

詳　　細  帯広保健所

  ☎０１５５－２７－８６３８

　町ではエゾシカによる被害を減

らすために銃やわなによる有害駆

除を実施しています。４月１日か

ら10月末までの期間に山菜採り等

で山林や畑、牧草地の周囲を歩く

時は、目立つ服装で入林し設置さ

れているわなに注意してください。

詳　　細  役場経済課

  林業商工観光室林業振興担当

  ☎２５－２１４１内線２４２

　十勝写真館協会では、今年、喜

寿（数え年77歳）を迎えられる方

を対象に無料で写真撮影を行い、

カラーポートレート写真（キャビ

ネ判１枚）をプレゼントします。

対　　象

　昭和10年１月１日から同年12月

31日生まれの方（証明できるもの

を持参願います）

実施期間　６月１日㈬－７日㈫
撮影場所　川村写真館

　　　　　（南２条１丁目）

詳　　細  十勝写真館協会

  ☎０１５５－２５－５３４０

　ブックスタートとは、本町で育

つすべての赤ちゃんが絵本を通し

て「あたたかくて楽しいことばの

ひととき」を持つことを応援する

ものです。

　本年度のブックスタート（５－

７カ月児の乳児検診日に実施）で

プレゼントする絵本が決まりまし

た。

プレゼントする絵本

「くだもの」  作　平山和子

「ごぶごぶ　ごぼごぼ」

  作　駒形克己

詳　　細  教育委員会生涯学習室

  生涯学習担当

  ☎２５－３１８８

故 安久津義人さ
ん



掲載を希望される方は、役場総務課総務室・広報広聴担当まで

ひとのうごき

４月末の住民基本台帳

人　口　　７，７４８　人　（＋36)

　男　　　３，７５９　人　（＋16)

　女　　　３，９８９　人　（＋20)

世　帯　　３，６１７世帯（＋24)

　　　　　　　（　）内は前月比

今月の表紙

広報あしょろ５月号　№６９７
発　行：足寄町
編　集：総務課総務室　緯25－2141　内線334
〒089-3797　北海道足寄郡足寄町北１条４丁目48番地１
http://www.town.ashoro.hokkaido.jp

☆春の陽気が感じられるようになり

ました。暖かくなることはうれし

いことですが、花粉症の私にとっ

てはつらい季節でもあります。マ

スクが必需品になりそうです。

☆本号でお伝えしていますが、あし

ょろ銀河ホール21がリニューアル

オープンしました。中に入ると以

前とは雰囲気ががらりと変わり、

とても広々としています。レスト

ランやベーカリー、旧線路展示コ

ーナーなど、ゆったりとくつろげ

る内容となっています。ぜひ皆さ

んも一度足を運んでみてはいかが

でしょうか。

加藤　幸
こう

希
き

ち
  ゃ
   ん

� （平成21年５月４日生まれ）

　きかんしゃトーマスが大好き

で、１日中「ぽっぽー」と言い

ながら元気に遊んでいます。お

散歩も大好きです。できること

が増えてきて毎日楽しいです。

� 幸雄・千代子さ
んの子

� （下愛冠２丁目）
小林　蒼

あお

依
い

ち
  ゃ
   ん

� （平成21年５月18日生まれ）

　歌ったり踊ったりするのが好

きで、いつも家の中がにぎやか

です。おしゃべりもできるよう

になってきて、楽しませてくれ

ます。

� 義高・美樹さ
んの子

� （西町７丁目）

櫻場　爽
そう

太
た

ち
  ゃ
   ん

� （平成21年５月26日生まれ）

　車が大好きで、トラックやバ

スを見ると大きな声を出して喜

びます。お姉ちゃんに仕込まれ

た芸でみんなを楽しませてくれ

る元気で明るい子です。

� 康・直美さ
んの子

� （栄町１丁目）

　４月７日に行われた「上利別保育所入所

式」でのスナップです。 （⇒11ページ）　


